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A－51 鋼理 による加 工食品中の過報 化脂質の変化
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目的　過酸化脂質が` 生体に何らヵヽ の陣 急を与え、多くの退行n 変北 の原因と秀えられる

j:うにがってきている。体内に道雄化脂質を増警､?･せる原因とし-t まn 々あり、 その一つ

どして-   /食島に含ま｡れる過 蔵μ二脂憾の腸管JこI) の吸 収び秀之らが 、近奪過報化脂噴を含有

する加 工食品 の需要があまっており 、こうL た 点から今 臼 ま、加 工粟島中の漁 雛銘脂質の
調理によ｡る変化を調 べた。

方法 壽執(7>t)ロエ食:So (冷凍食品 ■ 子物 り 詣・ｉ 肉加I  高･ 即席めん)I-: っヽ･て調理

を行刄い,   -f-。lck 繊 により 脂質を紬ぶし- 脂質量を測是するt  孤に、その脂蟹中 の血竣化

脂 質をナオ/＼ /レビツーノレ酸 を軋 るヽ大川ら の方法/こより測粂した。調理 前の雇釦Z つヽヽて
も同様 グ)棟作竹i ない. 比報袱討した 。

結 果　命駈 の加 工度品 にμ 多くの鐘類 があり. 従 って調 理法 右粗々て". 'I/量の油で娩<

か炒めゐ場 台は、過酸化脂質の増量が認められ、/70 ～/SO"Cm 油ぞ揚 げ'る場 台､こIt.    ^＆、

の諸m によ') 進 いが'みられるが' 一般」こは、脂質/含量・ 増加により　脂 噴当リの盈酸 化脂

質量ぼ減少した。干物 の場必μ、第練皮 の高い物 ぱ焼くこ□ こよって減ケするが` 。半生の

物 は逆に増加 する。 畜肉加 工品ヽ缶詰 では. それ程 菱動がみられな い・ 即席め心iこつぃて

みると、吟兼めん 、スナッ ク必ん にヵヽかわらす'、めん自体 の過酸化脂質の増晋が みられた。

>Xil 調理方法のエ夫でかなり盈酸化脂質を減ずさせる こ一ともて"きると秀λられるかヽ '、調 理
後1二かな')高くなるi の£あり、十分な注 外匹 ズ奮 ぞ`ある。




